
昭和43年５月30日に「消費者保護基本法」(現：消費者基本
法)が施行されたのを記念して毎年５月を消費者月間と定め、各
地でさまざまな行事が行われています。
筑紫野市では、消費者である皆さんが安全で安心できる消費生
活を送っていただくために消費者クイズを行います。クイズに挑
戦して消費者としての知識と素敵な賞品を獲得してください！

Ａ：①意志が合致　　　②時間が合致　　　　　　③場所が合致
Ｂ：①身分証　　　　　②押　印　　　　　　　　③本人証明
Ｃ：①家庭での食事　　②友人との約束　　　　　③店頭での買い物
Ｄ：①想　像　　　　　②開　発　　　　　　　　③比較検討
Ｅ：①インターネット　②コンビニエンスストア　③プリペイドカード

クイズの応募など詳細は、本号の11ページをご覧ください。

広
報

◎筑紫野市公式ホームページアドレスbhttp://www.city.chikushino.fukuoka.jp/
◎ホームページ音声発信・FAXサービス番号b1９１８局３３６６
◎「広報ちくしの」は市公式ホームページで最新号と過去２号分を全面公開しています。

◎平成18年度予算……………………………2～5
◎平成17年度行政評価システムの運用結果概要報告…6～7
◎ウォーキング参加者募集………………………8
◎生涯学習情報 もやい…………………12～13
◎お知らせコーナー ……………………14～16

～『消費者月間』ってなに・・・？～



CHIKUSHINO CITY 2006.5.15 CHIKUSHINO CITY 2006.5.15

問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁(1９２３局１１１１)にお願いします
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平成18年度予算 平成18年度予算 平成18年度予算 平成18年度予算 

昨
年
３
月
20
日
福
岡
県
西
方
沖

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７

の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
本
市
に

お
け
る
被
害
は
比
較
的
軽
微
で
し
た

が
、
今
後
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

で
す
。
ま
た
、
全
国
的
に
も
相
次
い

で
発
生
し
た
児
童
殺
害
事
件
や
マ
ン

シ
ョ
ン
耐
震
強
度
偽
装
問
題
な
ど
市

民
生
活
に
大
き
な
不
安
を
与
え
る
事

件
が
多
発
し
て
い
る
状
況
の
中
で
、

市
長
と
し
て
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
に
さ
ら
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

一
方
、
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ

た
産
業
廃
棄
物
処
理
場
問
題
に
つ
い

て
は
、
平
成
17
年
度
に
県
が
施
設

や
処
理
場
な
ど
の
全
て
の
許
可
を
取

り
消
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
産
廃
問

題
の
抜
本
的
解
決
に
向
け
た
新
た
な

一
歩
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

い
の
ち
の
水
と
自
然
環
境
を
守
る
環

境
自
治
体
構
築
の
た
め
、
さ
ら
に
取

り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

私
は
、
筑
紫
野
市
政
を
推
進
す
る

う
え
で
「
ク
リ
ー
ン
な
市
政
」
の
構

築
、「
暮
ら
し
・
福
祉
・
教
育
が
優

先
で
き
る
健
全
な
財
政
」
の
確
立
、

「
い
の
ち
の
水
と
自
然
環
境
を
守
る

環
境
自
治
体
」
の
構
築
、「
市
民
と

直
接
対
話
に
よ
る

”市
民
が
つ
く
る

市
政
“」
の
発
展
を
大
き
な
柱
と
す

る
公
約
を
掲
げ
、
今
日
ま
で
精
一
杯

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
18
年

度
は
市
長
と
し
て
４
年
間
の
締
め
く

く
り
と
な
り
ま
す
。
市
政
を
担
う
最

高
責
任
者
と
し
て
公
約
実
現
の
た
め

渾
身
の
力
を
振
り
絞
っ
て
、
取
り
組

ん
で
い
く
覚
悟
で
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、
将
来
的
な
明
る
い
展
望
を
見
据
え
た
平

成
18
年
度
予
算
が
３
月
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
原
市
長
は
、
本
年
度
の
予
算
説
明
を
通
し
、
施
政
方
針
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
こ
の
定
例
市
議
会
の
冒
頭
で
述
べ
た
施
政
方
針
と
今
年
度
の
予
算

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

平
成
18
年
度
施
政
方
針
か
ら

○
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業

入
所
希
望
者
数
の
増
加
で
施
設
が

手
狭
と
な
り
、
改
善
が
必
要
な
た
め

原
田
・
阿
志
岐
各
小
学
校
の
学
童
保

育
所
の
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

原
田
小
学
童
保
育
所
建
設
工
事
費

３
７
０
万
円

○
障
害
者
福
祉
事
業

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
支

援
な
ど
の
提
供
体
制
整
備
の
た
め
、

障
害
者
福
祉
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

障
害
者
生
活
実
態
調
査
郵
便
料
、

手
話
通
訳
費
、
障
害
者
施
策
推
進
協

議
会
経
費
　
１
７
１
万
円

○
地
域
福
祉
事
業

筑
紫
野
市
地
域
福
祉
計
画
お
よ
び

地
域
福
祉
活
動
計
画
に
基
づ
く
地
域

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
、
身

近
な
地
域
で
の
相
談
体
制
の
充
実
を

基
本
に
据
え
た
事
業
を
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
し
て
行
い
、
地
域
福

祉
活
動
の
活
性
化
と
地
域
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
促
進
に
努
め
ま

す
。ふ

れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
委

託
料
　
３
０
０
万
円

○
筑
紫
野
市
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
事
業

地
震
対
策
を
中
心
に
見
直
し
を
行

い
、
本
市
に
お
け
る
防
災
施
策
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
策
定(

修
正)

委
託

料
　
８
０
０
万
円

○
防
災
行
政
無
線
通
信
施
設
の
整

備
計
画
事
業

災
害
時
に
お
け
る
災
害
応
急
対
策

や
地
域
住
民
に
対
す
る
情
報
を
迅
速

か
つ
円
滑
に
伝
達
す
る
た
め
、
住
民

に
情
報
を
一
斉
に
伝
達
で
き
る
同
報

系
の
通
信
放
送
施
設
の
整
備
に
向
け

て
調
査
検
討
し
、
基
本
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

同
報
系
防
災
行
政
無
線
整
備
基
本

計
画
業
務
委
託
料
　
２
５
２
万
円

○
ご
み
対
策
事
業

宝
満
環
境
セ
ン
タ
ー
の
新
規
施
設

建
設
に
つ
い
て
は
、
一
部
事
務
組
合

に
お
い
て
、
平
成
20
年
４
月
稼
動
を

目
指
し
て
ご
み
の
焼
却
と
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
熱
回
収
施
設
、

お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
建

設
に
向
け
着
手
し
ま
し
た
。

筑
紫
野
・
小
郡
・
基
山
清
掃
施
設

組
合
負
担
金
　
10
億
５
０
２
０
万

円
、
行
政
区
単
位
に
古
紙
拠
点
回
収

の
た
め
の
ゴ
ミ
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置

80
万
円

○
水
道
事
業

安
定
的
な
水
資
源
の
確
保
と
と
も

に
安
全
・
確
実
な
水
の
供
給
を
図
る

た
め
、
老
朽
管
の
更
新
、
配
水
量
に

応
じ
た
増
径
や
未
整
備
地
区
へ
の
配

水
管
整
備
な
ど
に
よ
る
普
及
促
進
に

努
め
ま
す
。

○
下
水
道
事
業

下
水
道
事
業
の
整
備
促
進
を
図
る

た
め
、
御
笠
川
・
那
珂
川
流
域
、
宝

満
川
流
域
、
宝
満
川
上
流
流
域
の
三

つ
の
処
理
区
で
幹
線
管
渠
の
敷
設
や

整
備
区
域
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

○
学
校
教
育
の
充
実
事
業

平
成
18
年
度
か
ら
市
内
の
全
小
学

校
の
１
年
生
を
対
象
に
、
１
学
級
が

35
人
を
超
え
る
学
校
に
つ
い
て
は
市

負
担
に
よ
る
講
師
を
配
置
し
、
少
人

数
学
級
を
本
格
実
施
し
ま
す
。

少
人
数
学
習
に
必
要
な
非
常
勤
講

師
の
配
置
　
２
０
３
８
万
円

○
生
涯
学
習
と
社
会
教
育
事
業

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を

市
民
団
体
に
委
託
し
、
市
民
相
互
の

協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て
生

涯
学
習
社
会
実
現
の
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
む
な
ど
総
合
的
、
効
果
的

な
生
涯
学
習
と
社
会
教
育
の
施
策
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
事
業
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
　
２
３
２
万
円

○
人
権
行
政
・
人
権
教
育
・
啓
発

お
よ
び
同
和
対
策
事
業

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人
権

問
題
の
解
決
を
重
要
な
施
策
と
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

同
和
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
事

業
の
見
直
し
年
度
に
併
せ
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

見
直
し
を
進
め
ま
す
。

公
共
事
業
の
事
後
評
価
実
施
要
領

に
基
づ
く
永
岡
地
区
小
規
模
住
宅
地

区
改
良
事
業
の
事
後
評
価
委
託
料
な

ど
２
２
８
万
円

○
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
事
業

「
筑
紫
野
市
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
」
を
平
成
18
年
４
月
か
ら
施
行

し
ま
す
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
は
行
政
の
力
だ
け
で
実
現
す
る

も
の
で
は
な
く
、
市
民
・
事
業
者
な

ど
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た

め
、
市
民
・
事
業
者
な
ど
に
対
し
、

出
前
講
座
や
共
催
事
業
の
開
催
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
用
い
て
積
極
的

な
啓
発
活
動
を
展
開
し
、
条
例
の
周

知
を
図
り
ま
す
。

男
と
女
の
共
生
セ
ミ
ナ
ー
（
16
回
）

開
催
費
用
　
46
万
円
、
男
女
共
同
参

画
推
進
員
報
酬(

相
談
業
務)

48
万

円○
生
活
交
通
対
策
事
業

当
面
、
民
間
バ
ス
路
線
の
廃
止
対

策
と
し
て
運
行
し
て
い
る
『
ち
く
し

の
バ
ス
』
は
、
通
学
交
通
の
確
保
・

地
域
の
生
活
交
通
手
段
確
保
の
た
め

現
行
の
対
策
を
講
じ
ま
す
。

乗
合
バ
ス
運
行
委
託
料
　
１
４
０

０
万
円
、
上
西
山
バ
ス
路
線
運
行
補

助
金
　
５
４
１
万
円

○
筑
紫
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

平
成
18
年
度
も
引
き
続
き
年
次
計

画
に
基
づ
き
事
業
を
行
い
ま
す
。

区
画
道
路
築
造
工
事
、
家
屋
移
転

補
償
費
、
土
地
建
物
借
上
げ
料
、
実

施
設
計
業
務
委
託
料
な
ど
　
８
億
６

３
６
９
万
円

○
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
東
口(

栄
町)

地

区
市
街
地
整
備
事
業

都
市
計
画
決
定
原
案
の
作
成
か
ら
、

都
市
計
画
決
定
に
向
け
た
取
り
組
み

を
大
き
な
目
標
と
し
ま
す
。
ま
た
、

準
備
組
合
と
協
働
し
な
が
ら
事
業
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
本
組
合
設
立

準
備
に
向
け
た
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

都
市
計
画
決
定
手
続
き
、
Ｂ
・
Ｃ

ブ
ロ
ッ
ク
構
想
事
務
な
ど
　
８
７
５

万
円

○
都
市
計
画
街
路
整
備
事
業

平
成
11
年
度
か
ら
事
業
着
手
し
て

い
る
都
市
計
画
道
路
「
次
田
・
大
門

線
」
は
、
市
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ

二
日
市
駅
と
西
側
地
区
お
よ
び
筑
紫

野
イ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
重
要
な
ア
ク
セ

ス
道
路
で
す
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
二
日

市
駅
利
用
者
や
二
日
市
温
泉
利
用
者

へ
の
利
便
性
を
図
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
整
備
に
努
め
ま
す
。

次
田
・
大
門
線
街
路
工
事
、
用
地

買
収
費
、
建
物
移
転
補
償
費
　
２
億

円○
Ｔ
Ｍ
Ｏ
計
画
策
定
補
助
事
業

市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
周
辺
か

ら
西
鉄
二
日
市
駅
周
辺
の
商
店
街
を

区
域
と
す
る
エ
リ
ア
内
の
活
性
化
事

業
を
Ｔ
Ｍ
Ｏ(

ま
ち
づ
く
り
機
関)

に

よ
り
展
開
し
て
い
く
計
画
で
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
補
助
金

３
０
０
万
円

○
無
料
職
業
紹
介
事
業

平
成
18
年
度
中
に
本
市
に
お
い
て

無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設
し
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
市
民
の
就
労
支
援
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

無
料
職
業
紹
介
業
務
委
託
料
、
窓

口
相
談
員
報
酬
な
ど
　
６
８
２
万
円

○
市
民
協
働
社
会
の
構
築
事
業

市
民
が
主
体
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
条
例
の
検
討
お
よ
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
支
援

な
ど
を
総
合
的
に
行
う
た
め
、「
ま
ち

づ
く
り
支
援
課
」
を
平
成
18
年
４
月

に
新
設
し
ま
し
た
。

○
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
、
分
権
型
社
会
の
担
い

手
に
相
応
し
い
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
職
員
の
意
識
改

革
と
能
力
開
発
を
効
果
的
に
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
能

力
・
業
績
を
重
視
し
た
人
事
評
価
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
公
正
か
つ
客
観

的
な
シ
ス
テ
ム
構
築
に
取
り
組
み
ま

す
。人

事
評
価
シ
ス
テ
ム
委
託
料
　
９

０
０
万
円

政
策
９
・
市
民
参
画
の 

ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

政
策
10
・
責
任
あ
る 

効
率
的
な
行
財
政
運
営 

政
策
８
・
ま
ち
の
活
気
を 

は
ぐ
く
む
産
業
の
振
興 

政
策
７
・
ま
ち
の
発
展
と
安
定
し
た 

暮
ら
し
を
支
え
る
都
市
基
盤
の
充
実 

政
策
６
・
認
め
あ
い
、
共
に
生 

き
る
人
権
尊
重
社
会
の
醸
成 

政
策
４
・
自
然
と
共
生
し
た
う
る 

お
い
の
あ
る
生
活
環
境
の
形
成 

政
策
２
・
安
全
で
安
心
し
て 

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
構
築 

政
策
１
・
健
康
で
や
す
ら
ぎ 

の
あ
る
福
祉
社
会
の
形
成 

政
策
３
・
豊
か
な
自
然
環 

境
の
次
世
代
へ
の
継
承 

政
策
５
・
生
涯
に
わ
た
っ
て
、い
つ
で
も
、ど
こ 

で
も
、だ
れ
で
も
学
べ
る
教
育
環
境
の
整
備  　　 　　　　　 12年度　　 13年度　　 14年度　    15年度　　 16年度　    17年度  　  18年度 

人口と予算額の推移 
７年間で人口は6,984人増えましたが、予算総額は、約60億円減少しています。 
予算総額を市民一人当たりに直すと平成18年度は48万9,978円（前年度は52万4,117円）です。 

特別会計 

人　口 

一般会計 一般会計 

90,776人 92,426人 93,171人 
94,509人 95,863人  96,904人  

97,760人  
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁(1９２３局１１１１)にお願いします
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平成18年度予算 平成18年度予算 平成18年度予算 平成18年度予算 

本
年
度
の
予
算
は
、
平
成
16
年

度
に
策
定
し
ま
し
た
「
財
政
健
全
化

計
画
」
を
踏
襲
し
、
引
き
続
き
「
財

源
の
枠
配
分
」
を
行
い
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
11
・

９
％(

36
億
７
５
０
０
万
円)

減
っ

て
、
２
７
２
億
１
１
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
歳
入
・
歳
出
の
主
な

も
の
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

歳
入
（
市
に
入
る
お
金
）

市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

く
市
税(

市
民
税
、
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
な
ど)

は
、
前
年
度
に

比
べ
３
・
８
％(

４
億
１
９
７
５
万

円)

増
え
、
１
１
４
億
５
６
３
４
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
三
位
一
体
改
革
の
本
市
に
お

け
る
影
響
額
は
、
補
助
負
担
金
約
２

億
１
０
０
０
万
円
、
地
方
交
付
税
約

１
億
２
０
０
０
万
円
お
よ
び
臨
時
財

政
対
策
債
約
１
億
円
が
そ
れ
ぞ
れ
減

額
と
な
る
の
に
対
し
、
所
得
譲
与
税

約
３
億
１
０
０
０
万
円
と
新
設
さ
れ

る
児
童
手
当
特
例
交
付
金
が
約
１
億

３
０
０
０
万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
額
と
な

る
こ
と
か
ら
、
差
し
引
き
約
１
０
０

０
万
円
の
増
額
に
な
る
と
試
算
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
市
が
事
業
を
行
う
の
に
、

現
在
の
市
民
の
方
だ
け
で
な
く
後
の

世
代
に
も
費
用
を
負
担
し
て
も
ら

い
、
世
代
間
の
負
担
の
公
平
を
は
か

る
た
め
発
行
す
る
市
債
は
、
12
・

１
％(

２
億
６
０
８
０
万
円)

減
っ

て
、
18
億
９
９
１
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

自
主
財
源
は
54
・
４
％

歳
入
の
中
で
、
市
税
、
分
担
金
・

負
担
金
、
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
、

市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
を

自
主
財
源
と
い
い
、
当
市
の
場
合
、

歳
入
全
体
の
54
・
４
％
、
１
４
８

億
３
０
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
に
対
し
、
国
・
県
か
ら

の
支
出
金
、
地
方
交
付
税
、
市
債
な

ど
は
依
存
財
源
と
い
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
場
合
は
、
自
主

財
源
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
行
政
活

動
の
自
主
性
と
安
定
性
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

歳
出
（
市
が
使
う
お
金
）

歳
出
を
予
算
費
目
別
に
見
た
場

合
、
本
年
度
最
も
多
い
の
が
民
生
費

で
す
が
、
前
年
度
に
比
べ
７
・
０
％

(

５
億
８
４
９
２
万
円)

増
加
し
、
89

億
４
４
８
４
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

生
活
保
護
費
や
児
童
扶
養
手
当
な
ど

の
扶
助
費
、
私
立
保
育
所
運
営
委
託

料
な
ど
の
補
助
金
に
使
わ
れ
ま
す
。

公
債
費
は
昨
年
、
繰
上
げ
償
還
を

し
た
た
め
増
大
し
た
も
の
の
、
本
年

度
は
、
前
年
度
に
比
べ
52
・
２
％

(

40
億
９
７
７
８
万
円)

減
っ
て
、
37

億
４
６
６
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
木
費
は
９
・
１
％(

３
億
３
０

０
９
万
円)

減
っ
て
、
32
億
８
３
３

６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

平
成
16
年
に
策
定
し
た
財
政
健
全

化
計
画
に
よ
り
事
業
費
が
抑
制
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

一一い
っ

般般ぱ
ん

会会か
い

計計け
い

予予よ

算算さ
ん

２２
７７
２２
億億お

く

１１
１１
００
００
万万ま

ん

円円え
ん

●歳出を予算費目別に見た場合 

●歳出を予算性質別に見た場合 

予算額 

構成比(％)

自主財源（市が自主的に収入できる財源） 
１４８億３０７万円　　５４.４％ 

繰入金　9億1,286万円　3.4

依存財源（国・県などの意思により交付される財源） 
１２４億７９３万円　　４5.6％ 

市税 

公  債  費 

民　生　費 

人　件　費 扶　助　費 物  件  費 補助費等 普通建設事業費 繰出金、 
投資および 
出資金など 

公　債　費 土 木 費 教育費 総務費 衛生費 

（市民税・固定資産税・軽自動車税・

たばこ税・都市計画税など） 

１１４億５,６３４万円 

分担金・

負担金・

使用料・

手数料な

ど 

国庫支出金 
（特定の支出
に充てるため
国から支出さ
れる資金の総
称） 

市債 
（市が事業
を行う資金
を調達する
ために負担
する債務） 

地方交付税 
（国が国税の一
部を一定の基準
に基づき地方公
共団体に交付す
る税） 

県支出金、地
方消費税交付
金、地方特例
交付金、地方
譲与税、自動
車取得税交付
金など 

42.1 8.9 10.5 7.0 14.8 13.3

２４億 

3,387万円 

２８億 

6,165万円 

１８億 

9,910万円 

４０億 

3,518万円 

３６億 

1,200万円 

消防費　8億9,554万円　3.3％ 

農林水産業費・商工費・議会費など　18億1,365万円　6.7％ 

26億1,255万円 89億4,484万円 37億4,662万円 32億8,336万円 31億71万円 28億1,373万円 

23億1,465万円 37億4,662万円 48億206万円 53億348万円 38億1,586万円 36億4,777万円 

35億8,056万円 

社会福祉、身体障害者、高齢者、
児童福祉、生活保護に要する経費
など 

市債の元利償還金
や一時借入金の利
子など 

市長・助役・収入
役、教育長、議員、
職員の給与など 

生活保護費、 
児童扶養手当など 

旅費、需用費、光
熱水費、備品購入
費など 

一部事務組合負
担金や補助金な
ど 

公共施設の新
設、改良など
の投資的事業 

市債の元利償還金や一
時借入金の利子など 

道路橋梁費、都
市計画費、住宅
建設費など 

小・中学校の改築、小・
中学校の事務、社会教
育に要する経費など 

戸籍、統計、徴
税、選挙に要す
る経費など 

ごみ、し尿処理、
保健衛生費に要
する経費など 

32.9％ 13.8％ 12.1％ 11.4％ 9.2％ 10.7％ 

13.1％ 
8.5％ 13.8％ 17.7％ 19.5％ 14.0％ 13.4％ 

歳
　
出 

歳
　
入 

特
別
会
計
は
、
特
定
の
歳
入
で
特

定
の
支
出
に
充
て
ら
れ
る
場
合
に
設

置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

本
年
度
の
特
別
会
計
（
10
会
計
）

の
予
算
総
額
は
、
前
年
度
に
比
べ

４
・
０
％
（
７
億
８
６
２
１
万
円
）

増
え
て
、
２
０
６
億
８
９
２
５
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
主
に
国
民
健
康
保
険
事

業
、
老
人
保
健
事
業
、
介
護
保
険
事

業
お
よ
び
平
等
寺
財
産
区
の
そ
れ
ぞ

れ
の
特
別
会
計
が
増
額
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
特
別
会
計
の
中
で
主

な
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

被
保
険
者
の
疾
病
、
負
傷
、
出
産

ま
た
は
死
亡
に
関
し
て
必
要
な
保
健

給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。本
年
度
は
、

14
・
７
％
（
９
億
８
１
３
３
万
円
）

増
え
、
76
億
４
３
６
７
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
病
院
な
ど

に
か
か
っ
た
際
に
支
払
わ
れ
る
療
養

給
付
費
な
ど
の
保
険
給
付
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
す
。

○
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
医
療
費
給

付
事
業
な
ど
を
行
う
も
の
で
、
本
年

度
は
、
６
・
０
％
（
４
億
５
８
８
７

万
円
）
増
え
て
、
80
億
７
５
８
４

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
な
ど
の
給
付
事
業
や
こ
れ
ら

に
関
連
す
る
事
業
な
ど
を
行
う
も
の

で
、
本
年
度
は
11
・
５
％
（
４
億

４
２
４
１
万
円
）
増
え
、
43
億
１

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

介
護
保
険
法
が
改
正
に
な
り
、
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
諸
費
が
新
設

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
た
め
で
す
。

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

農
業
集
落
に
お
け
る
汚
水
、
汚
泥

を
処
理
す
る
施
設
な
ど
を
整
備
し
、

農
業
用
用
排
水
の
水
質
を
保
全
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
、
本
年

度
は
25
・
９
％
（
７
７
８
３
万
円
）

減
っ
て
、
２
億
２
２
９
３
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す

公
営
企
業
は
、
企
業
会
計
方
式
で

経
営
を
行
う
特
別
会
計
で
、
筑
紫
野

市
で
は
飲
料
水
な
ど
を
供
給
す
る
水

道
事
業
と
、
生
活
排
水
な
ど
の
処
理

を
行
う
下
水
道
事
業
が
あ
り
ま
す
。

処
理
の
方
法
と
し
て
、
す
べ
て
の
費

用
・
収
益
が
、
発
生
し
た
年
度
に
正

し
く
割
り
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
処
理

さ
れ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
・
支
出

水
道
事
業
の
経
営
成
績
と
も
い
え

る
収
益
的
収
支
は
、
収
入
（
水
道
使

用
料
な
ど
に
よ
る
収
入
）
が
18
億

５
４
３
５
万
円
で
、
支
出
（
浄
水
購

入
費
用
な
ど
）
が
17
億
７
２
６
１

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
入
・
支
出

水
道
事
業
の
資
産
状
況
を
見
る
資

本
的
収
支
は
、
収
入
（
地
方
債
や
負

担
金
な
ど
）
が
２
億
１
４
０
７
万
円

で
、
支
出
（
水
道
配
水
管
の
布
設
工

事
な
ど
）
が
６
億
５
０
１
２
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
資
本
的
収
入
が
支
出
に
対

し
て
不
足
す
る
４
億
３
６
０
５
万
円

は
、
主
に
地
方
債
の
償
還
な
ど
に
積

立
て
る
減
債
積
立
金
や
過
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま

す
。

下
水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
・
支
出

下
水
道
事
業
の
収
益
的
収
支
は
、

収
入
（
下
水
道
使
用
料
な
ど
に
よ
る

収
入
）
が
19
億
２
９
５
５
万
円
で
、

支
出
（
下
水
道
事
業
債
の
支
払
利
息

な
ど
）
が
18
億
９
６
９
７
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
入
・
支
出

下
水
道
事
業
の
資
本
的
収
支
は
、

収
入
（
地
方
債
、
国
・
県
補
助
金
、

受
益
者
負
担
金
な
ど
）
が
11
億
２

５
５
４
万
円
で
、
支
出
（
公
共
下
水

道
の
整
備
な
ど
）
が
15
億
６
０
４

４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
資
本
的
収
入
が
支
出
に
対

し
て
不
足
す
る
４
億
３
４
９
０
万
円

は
、
主
に
減
価
償
却
費
な
ど
の
よ
う

な
現
金
の
支
出
を
必
要
と
し
な
い
も

の
を
費
用
に
計
上
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
留
保
さ
れ
る
資
金（
補
て
ん
財
源
）

の
う
ち
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保

資
金
で
補
て
ん
し
ま
す
。

予
算
書
は
、
市
役
所
情
報
公
開
室
・

市
民
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
財
政
課

水道事業会計　　　　　　　　　　　（消費税等込） 

下水道事業会計　　　　　　　　　　（消費税等込） 

※収益的収支・・・経済活動に伴い発生する収益と費用 
　資本的収支・・・建設改良にかかる収入と支出 

会　計　名 予　算　額 

支　出 区　分 収　入 

支　出 区　分 収　入 

収益的収支   

資本的収支   

合 計  

18億9,697万円 

15億6,044万円 

34億5,741万円 

19億2,955万円 

11億2,554万円 

30億5,509万円 

76億4,367万円 

80億7,584万円 

3,334万円 

1,034万円 

43億　　 1万円 

2億2,293万円 

3億8,662万円 

241万円 

32万円 

1377万円 

206億8,925万円 

18億5,435万円 

　2億1,407万円  

20億6,842万円 

17億7,261万円 

6億5,012万円 

24億2,273万円 

収益的収支   

資本的収支   

合 計  

国 民 健 康 保 険 事 業   

老 人 保 健 事 業   

住宅新築資金等貸付事業  

奨 学 資 金 貸 与 事 業   

介 護 保 険 事 業   

農 業 集 落 排 水 事 業   

土 地 取 得 事 業   

二 日 市 財 産 区   

御 笠 財 産 区   

平 等 寺 山 財 産 区  

合　　　計 

特 別 会 計 予 算  

公 営 企 業 会 計 予 算  
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○
実
施
計
画
事
業
へ
の
事
務
事
業
評

価
の
適
用

目
的
妥
当
性
、
有
効
性
、
効
率
性

の
観
点
か
ら
施
策(

基
本
事
業)

の
成

果
指
標
へ
の
貢
献
度
が
高
い
と
判
断

さ
れ
る
事
業
を
実
施
計
画
対
象
事
業

と
し
ま
し
た
。

点
検
会
で
は
、
新
規
事
業
は
、
施

策
成
果
へ
の
貢
献
と
成
果
実
現
性

(

諾
否)

を
、
継
続
事
業
は
、
成
果
指

標
の
動
向
管
理
と
改
善(

改
善
必
要

性)

を
視
点
に
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

施
策
枠
予
算
の
運
用(

試
行)

結
果
に
つ
い
て

○
施
策
枠
予
算
の
必
要
性
と
導
入
背
景

こ
こ
数
年
税
収
の
伸
び
悩
み
、
地
方
交
付
税
の
減

少
な
ど
一
般
財
源
が
減
少
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
基

金
の
積
立
額
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歳
出
を

抑
制
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
施
策
枠
予
算
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

政
策
と
財
政
が
連
動
す
る
よ
う
に
、
施
策
に
優
先

度
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
資
源
の
配
分
を
行
う
と

○
事
務
事
業
評
価
の
実
施
概
要

平
成
17
年
度
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
各
課
等
に
よ
る
簡
易
事
務
事

業
評
価
を
行
い
、
事
務
事
業
評
価
の

試
行
の
観
点(

研
修
的
観
点)

か
ら
事

務
局
が
選
択
し
た
事
業
を
対
象
と
し

て
、
事
務
事
業
評
価(

二
次
評
価)

を

実
施
し
ま
し
た
。

係
長
、
課
長
を
対
象
と
し
た
事
務

事
業
評
価
事
前
研
修
会
を
行
い
、
事

業
主
管
課
、
事
務
局(

企
画
調
整
課
、

財
政
課
、
行
政
管
理
課)

に
よ
る
実

際
の
評
価
点
検
会
に
お
い
て
は
、
事

業
の
対
象
、
手
段
、
意
図
を
明
確
に

し
、
成
果
指
標
を
確
認
し
な
が
ら
設

定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
事
務
事
業

を
評
価
し
、事
業
の
目
的
の
妥
当
性
、

有
効
性
、
効
率
性
の
観
点
か
ら
今
後

の
改
善
、
改
革
の
方
向
性
を
検
討
し

ま
し
た
。

検
討
結
果
に
つ
い
て
は
、
庁
議
に

お
け
る
審
議
に
よ
り
平
成
18
年
度

予
算
へ
の
反
映
あ
る
い
は
今
後
の
事

務
改
善
項
目
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

◆
簡
易
事
務
事
業
評
価
数

＝
８
４
６
事
業

◆
事
務
事
業
評
価
数

＝
36
事
業

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
財
政
課

7

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
導
入
の

目
的
と
適
用
範
囲

○
目
的

①
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
成
果
重
視

の
事
業
実
施
を
お
こ
な
う

②
行
政
資
源
配
分
の
効
率
的
配
分
と

そ
の
効
率
的
活
用
を
可
能
と
す
る

基
準
づ
く
り

③
職
員
の
意
識
改
革
を
促
進
し
、
コ

ス
ト(

原
価)

意
識
、
管
理
意
識
を

向
上
さ
せ
る

④
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す

○
適
用
範
囲

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
、
業
務
管

理
を
お
こ
な
う
た
め
の
基
盤
的
な

考
え
方
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た
め

に
、
行
革
的
な
視
点
だ
け
で
は
な

く
、『
政
策
管
理
』、『
財
政
管
理
』

の
両
面
を
適
用
範
囲
と
し
ま
し
た
。

①
総
合
計
画
の
策
定
・
進
行
管
理

②
資
源
配
分(

施
策
優
先
度
に
基
づ

く
予
算
編
成
、
事
業
評
価
結
果
に

よ
る
予
算
反
映)

③
業
務
改
善(

成
果
指
標
や
活
動
指

標
に
も
と
づ
く
改
善)

取
組
み
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的

な
考
え
方

○
取
組
み
方
針

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
、
こ
れ
か

ら
の
自
治
体
経
営
に
お
け
る
基
盤
的

な
考
え
方
や
視
点
と
し
て
全
庁
的
に

活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

○
評
価
方
法
と
視
点

①
評
価
方
法

▽
施
策
評
価(
総
合
計
画
の
成
果

指
標
の
設
定
と
達
成
度
評
価)

▽
事
務
事
業
評
価(

現
在
実
施
し

て
い
る
事
業
の
評
価
、
新
規
事

業
の
事
前
評
価)

②
評
価
視
点

▽
目
的
妥
当
性(

公
的
関
与
、
政

策
・
施
策
へ
の
貢
献
度
な
ど)

▽
有
効
性(

施
策
や
事
業
の
成
果

が
創
出
さ
れ
て
い
る
か
、
現
在

の
手
段
が
有
効
か
な
ど)

▽
効
率
性(

安
価
に
で
き
な
い
か
、

受
益
者
負
担
を
見
直
せ
な
い
か

な
ど)

第
四
次
筑
紫
野
市
総
合
計
画
へ

の
適
用
に
つ
い
て

○
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
に

よ
る
総
合
計
画
の
変
更

従
来
の
文
字
主
体
の
総
合
計
画
か

ら
、
経
営
計
画
と
し
て
の
総
合
計
画

へ
の
転
換
を
図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

策
の
意
図(

目
的)

と
そ
れ
を
実
現
さ

せ
る
手
段
と
し
て
の
基
本
事
業
が
、

効
率
的
・
効
果
的
に
行
わ
れ
て
い
る

か
、
ま
た
、
基
本
事
業
の
意
図
と
そ

れ
に
つ
な
が
る
実
現
の
手
段
と
し
て

の
事
務
事
業
が
、
効
率
的
・
効
果
的

に
行
わ
れ
て
い
る
か
の
チ
ェ
ッ
ク

(

事
業
評
価)

を
行
い
、
そ
の
評
価
に

基
づ
き
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
改
善
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る
、

事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
た
プ

ラ
ン(

計
画)

・
ド
ゥ(

実
施)

・
シ
ー

(

評
価)

の
事
務
事
業
管
理
が
行
え
る

総
合
計
画
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
達
成
状
況(

成
果)

が
確
実

に
管
理
で
き
る
よ
う
施
策
・
基
本
事

業
に
成
果
指
標
の
設
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
33
施
策
の
目
的
達
成
度
を
示
す
施

策
成
果
指
標
の
設
定

＝
64
指
標

◆
施
策
を
実
現
す
る
手
段
の
括
り
で

あ
る
基
本
事
業
成
果
指
標
の
設
定

＝
２
５
７
指
標

○
施
策
優
先
順
位
の
設
定
に
よ
る
現

実
性
と
施
策
枠
予
算
へ
の
適
用

本
市
と
し
て
ど
の
施
策
を
最
優
先

で
取
り
組
む
の
か
の
方
針
を
定
め
、

そ
れ
に
必
要
な
資
源
投
下
の
優
先
順

位
を
決
定
し
、
そ
の
優
先
順
位
に
基

づ
い
た
現
実
的
な
目
標
値
を
設
定
し

て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
左
記
の
表
の
と
お
り

施
策
・
基
本
事
業
と
も
に
向
上
を
め

ざ
す
も
の
が
多
い
も
の
の
、
約
３
割

以
上
が
現
状
維
持
あ
る
い
は
そ
の
他

(

主
体
変
更
、
推
移
の
見
守
り
な
ど)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
行
政
評
価
を
取
り
入
れ
た
総
合
計

画
策
定
に
よ
る
総
合
計
画
審
議
会

と
市
議
会
の
意
見
、
要
望
な
ど

総
合
計
画
審
議
会
に
お
い
て
、
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
先
進

的
な
総
合
計
画
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

の
行
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
大
変
有

意
義
で
あ
る
と
の
評
価
を
受
け
、
こ

れ
を
適
期
的
確
に
か
つ
客
観
的
に
運

用
し
、
そ
の
評
価
結
果
に
つ
い
て
は

市
民
へ
の
周
知
に
努
め
る
よ
う
に
と

の
要
請
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
議
会
特
別
委
員
会
に
お

い
て
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
導
入
に

伴
う
施
策
ご
と
の
成
果
指
標
に
基
づ

く
目
標
値
の
設
定
、
施
策
優
先
度
の

設
定
、
施
策
の
優
先
度
に
応
じ
た
施

策
重
点
配
分
予
算
へ
の
移
行
、
政
策

と
財
政
が
連
動
し
た
予
算
の
仕
組
み

の
構
築
な
ど
一
定
の
評
価
を
受
け
、

総
合
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
よ
う

に
と
の
要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

6
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平平 へ
い

成成 せ
い

1177
年年 ね

ん

度度 ど

行行 ぎ
ょ
う

政政 せ
い

評評 ひ
ょ
う

価価 か

シシ
スス
テテ
ムム
のの
運運 う

ん

用用 よ
う

結結 け
っ

果果 か

概概 が
い

要要 よ
う

報報 ほ
う

告告 こ
く

（
総
合
計
画
策
定
・
事
務
事
業
評
価
・
資
源
配
分
）

市
で
は
、
自
治
体
経
営
革
新
の
手
法
で
あ
る
『
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
』
を

平
成
16
年
度
か
ら
試
行
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
と
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

方向性 

向　上 

維　持 

その他 

３３施策の
成果指標 

４４指標 
（68.8％） 

１０指標 
（15.6％） 

１０指標 
（15.6％） 

基本事業成
果指標 

154指標 
（59.9％） 

４３指標 
（16.7％） 

６０指標 
（23.4％） 

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く

採択（諾） 

条件付採択（諾） 

非採択（否） 

計 

４９事業 

　２事業 

１０事業 

６１事業 

と
も
に
、
施
策

枠
予
算
の
実
施

に
よ
り
予
算
分

権
化
を
図
り
ま

し
た
。

年　　度 

平成１４年度 

平成１５年度 

平成１６年度 

市　　税 

11,042,762 

10,879,862 

10,960,961 

地方交付税 

5,114,536 

4,626,578 

4,227,728

基金残高 
(年度末残高) 

11,067,107 

10,427,955 

8,812,643

（単位：千円） 
一般会計における主な一般財源および基金積立金の推移

評　　価　　方　　向　　性 
反映・進捗状況 

（平成18年1月末時点） 

方　向　性 

 
維　　　持 

見　直　し 
(18年度対応) 
見　直　し 
(次年度以降) 

休止・廃止 

合　　　計 

事　　業　　数 

予算関連 業務改善 
着手中 未着手 

反映済み 
業務改善 
終了 

８ 

１１ 

１２ 

５ 

３６ 

７ 

１１ 

２ 

５ 

２５ 

１ 

０ 

１０ 

０ 

１１ 

８ 

７ 

０ 

５ 

２０ 

０ 

１ 

１０ 

０ 

１１ 

０ 

３ 

２ 

０ 

５ 

事務事業評価の結果概要

実施計画対象事業における事業評価数

事
務
事
業
評
価
の
結
果
に
つ
い
て

成果指標の目標方向性
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■
団
体
の
場
合

●
対
象

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
団

体(

所
在
地
が
市
内)

で
、
研
修
の
成
果
を
男

女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と

の
で
き
る
団
体

●
対
象
研
修

▽
男
女
共
同
参
画
に
関
し
、
先
進
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
地
方
自
治
体
、
団
体
お
よ
び

関
係
施
設
な
ど
に
対
す
る
視
察
研
修
で
、

市
長
が
認
め
る
も
の

▽
そ
の
他
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
研
修
で
、

市
長
が
認
め
る
も
の

●
申
請
期
間
・
募
集
団
体
数

▽
第
１
次
申
請
期
間

６
月
１
日
〜
７
月
31
日
・
１
団
体

▽
第
２
次
申
請
期
間

９
月
１
日
〜
10
月
31
日
・
１
団
体

●
補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
は
、
交
通
費
、

バ
ス
借
上
料
、
有
料
道
路
通
行
料
、
宿
泊

費
、
参
加
負
担
金
で
、
１
団
体
に
つ
き
10

万
円
を
限
度
と
す
る
。

■
個
人
の
場
合

●
対
象

市
民
ま
た
は
市
内
の
事
業
所
に
勤

務
し
て
い
る
人
で
、
研
修
の
成
果
を
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
の

で
き
る
人

●
対
象
研
修

①
男
女
共
同
参
画
の
た
め
の
研
究
と
実
践
の

交
流
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

(

主
催：

独
立
行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館)

・
開
催
予
定
日：

８
月
25
日(

金)

〜
27
日(

日)

・
対
象
人
数：

３
人

・
申
請
期
限：

７
月
31
日(

月)

②
日
本
女
性
会
議
２
０
０
６
し
も
の
せ
き

(

主
催：

下
関
市
ほ
か)

・
開
催
期
日：

10
月
６
日(

金)

〜
７
日(

土)

・
対
象
人
数：

５
人

・
申
請
期
限：

７
月
31
日(

月)

●
補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
は
交
通
費
、

宿
泊
料
、
参
加
費
負
担
金
で
、
１
人
当
た

り
５
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。
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市
民
や
団
体
が
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
研
修
に
参
加
す
る
場
合
、
経
費

の
補
助
を
行
い
ま
す
。

【
補
助
金
交
付
申
請
手
続
き
】

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
関
す
る
資
料
や
申
請
用
紙
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。

1
９
１
８
局
１
３
１
１

【
全
国
戦
没
者
追
悼
式
】

●
日
　
　
程

８
月
14
日(

月)

〜
15
日(

火)

●
場
　
　
所

東
京
都
日
本
武
道
館

●
参
加
資
格

①
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
お
よ
び
一
般

戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
兄

弟
姉
妹
で
福
岡
県
に
６
カ
月
以
上
居
住
し

て
い
る
人

②
過
去
に
こ
の
追
悼
式
に
参
加
し
た
こ
と
が

な
い
人

③
全
行
程
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
体
力
を
有
し
、

団
体
行
動
が
と
れ
る
人

●
募
集
人
員

若
干
名(

昨
年
は
筑
紫
野
市
か
ら
は
１
人)

●
参
加
費

旅
費
の
一
部
補
助
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
限

５
月
31
日(

水)

ま
で

【
福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式
】

●
日
　
　
程

８
月
15
日(
火)

●
場
　
　
所

福
岡
県
立
福
岡
武
道
館

●
参
加
資
格

先
の
大
戦
に
お
け
る
福
岡
県
出
身
の
戦
没

者
お
よ
び
一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
、

三
親
等
内
の
血
族
お
よ
び
一
親
等
の
姻
族

の
人

●
募
集
人
員

若
干
名(

昨
年
は
筑
紫
野
市
か
ら
15
人
前
後
）

●
参
加
費

無
料(

会
場
ま
で
の
交
通
費
は
自
己
負
担)

●
申
し
込
み
期
限

６
月
16
日(

金)

ま
で

戦せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

追つ
い

悼と
う

式し
き

の
お
知し

ら
せ

国
お
よ
び
福
岡
県
主
催
の
戦
没
者
追
悼
式
が
、
左
記
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の

で
参
列
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
担
当

◎通史・上巻

(自然環境、原始古代、中世)

◎通史・下巻(近世、近現代)

◎民族編・年表

◎資料編・上巻(考古資料)

◎資料編・下巻(近世史料)

各５,０００円(税込み)

●問い合わせ先

秘書広報課広報広聴担当

筑紫野市なかなかよか健康チャレンジ事業（「健康ちくしの２１」推進事業）

申し込み・問い合わせ先 健康推進課　1９２０局８６１１

ウォーキングポイントを貯めて記念品をもらおう！
※修了式（抽選会）は12月17日(日)です。

ウォーキング健康チャレンジとは？
その４

運動初心者でも

大丈夫！

その３

ウォーキングとイベン

ト参加でポイントを貯

めて記念品もらおう！

その２

歩く場所、時間は

お好きなように！

★参加資格 小学生以上の筑紫野市民、２人１組で参加してください。

※１人で参加したい場合は、事前に相談してください。

※小学生および中学生は20歳以上と一緒に参加してください。

★定　　員 １５０組３００人

★費　　用 １組１,０００円　　※６月24日(土)の発会式時に徴収します。

★申し込み期間 ５月19日(金)～６月９日(金)のうち、月～金曜日の８時30分～17時

★申し込み方法 電話でチーム名、代表者名、チーム員（２人分の氏名、住所、電話、

年齢）、なかよかスタッフ(応募するときのみ)をお知らせください。

※カミーリヤ内の健康推進課窓口でも申し込みできます。

健康ウォーキング支援スタッフ“なかよかスタッフ”を募集します♪

一緒にイベントを考えてみませんか？

昨年は地域のウォーキングコースをつく

りました。１人での参加も大歓迎です!!

【対象者】 教室参加者で高校生以上

【定　員】 30人

【応募方法】 なかなかよか健康チャレンジ事業と

一緒に応募してください。

その１

２人組で仲良く参加。

ただし、別々に歩いて

もOK！1人での参加も
できます。

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

筑紫野市男女共同参画
シンボルマーク
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁(1９２３局１１１１)にお願いします
CHIKUSHINO CITY 2006.5.15

国民健康保険の加入・資格喪失の届出はお済ですか？
国民健康保険制度は、加入者がお金（保険税）を出し合い、みんなが安心して医療を受けられるように

備える相互扶助の制度です。会社の健康保険などに加入している人とその扶養者、生活保護などの受給者

を除くすべての人は、国民健康保険に加入しなければなりません。会社を退職した後の健康保険の手続き

をしていない人や、会社の健康保険に加入したのに国民健康保険の資格喪失届出をしていない人は早めに

届出を行ってください。

●加入の手続 会社の健康保険などを外れたときは、国民健康保険に加入する届が必要です。

＜必要なもの＞

・健康保険資格喪失証明書

・国民健康保険証(同じ世帯ですでに国民健康保険の加入者がいる場合)

・年金証書(厚生年金や共済年金の加入期間が20年以上(または40歳以降で10年以上)の年金受給者で、

老人医療に該当していない方の場合)

・印鑑

※退職後、健康保険の任意継続をされる場合は、会社または所轄の社会保険事務所などに問い合わせ

ください。

●喪失の手続 会社の健康保険などに加入したときは、国民健康保険を喪失する届が必要です。

＜必要なもの＞

・加入した会社の健康保険証と国民健康保険証

・印鑑

●届出や保険税の納付の義務は世帯主にあります
国民健康保険の加入・資格喪失の届出や国民健康保険税の納付義務は、住民票の世帯主にあります。世

帯主が国保でなく職場の健康保険に加入している場合でも、世帯に国保加入者がいる場合は国保への届

出と国民健康保険税の納付義務者は世帯主となります。これを擬制世帯といいます。擬制世帯の場合は

届出により国民健康保険における世帯主変更ができることがあります。詳しくは問い合わせください。

国民健康保険に加入している人へ　～所得の申告はお済みですか？～
国民健康保険に加入している人(擬制世帯主を含む)は、所得の有無にかかわらず、全員申告を行う必要が

あります。これは、申告された平成17年中の所得をもとに、平成18年度の国民健康保険税を正しく計算す

るためです。所得の申告がないと正しい計算ができず、国民健康保険税の軽減の適用が受けられる場合で

も、軽減を受けることができません。また、未申告世帯の高額療養費の自己負担限度額は、上位所得者と

して計算されます。国民健康保険税の計算を正しく行うために、所得の申告をお願いします。

●申告をしなくてよい人
・税務署に確定申告をした人

・市民税・県民税の申告をした人

・給与、年金所得者(遺族年金・障害年金を除く)のうち、勤務先などが給与支払報告書などを市に提出し

ている人。ただし、前年中に給与、年金所得以外の所得(地代、家賃、配当など)があった人は申告して

ください。

※前年中に所得がなかった人も、申告を行ってください。

※遺族年金・障害年金を受給している人で他に所得がない人は市役所で申告してください。
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＝ 国
こく

民
みん

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

からのお知
し

らせ ＝

【問い合わせ先】 国保年金課国保担当(市役所１階６番窓口)

お誕生日の思い出に……３歳まで

★５月生まれ★ 下
しも

村
むら

双
ふた

葉
ば

ちゃん　１歳
（５月13日生まれ）天拝坂

大
おお

岡
おか

寛
ひろ

治
はる

ちゃん　２歳
（５月23日生まれ）二日市中央

千
ち

葉
ば

のどかちゃん　２歳
（５月１日生まれ）二日市南

丸
まる

山
やま

暁翔
あきと

ちゃん　２歳
（５月24日生まれ）俗明院

長
なが

嶺
みね

栄
えい

斗
と

ちゃん　２歳
（５月28日生まれ）永岡

向殿
むかいど

健
けん

伸
しん

ちゃん　２歳
（５月５日生まれ）二日市中央

池
いけ

田
だ

太
たい

陽
よう

ちゃん　３歳
（５月14日生まれ）武蔵

権
ごん

藤
どう

美
み

紅
く

ちゃん　３歳
（５月31日生まれ）天山

◎このコーナーの申し込みは…
★誕生月の３カ月前から受け付けます。
★電話で申し込み順に定員22人まで受
け付けます。（先着順）
９月生まれのお子さんの受け付け
は６月１日(木)、８時30分からです。
なお、８月生まれの受け付けは終了
しました。

角
かく

野
の

水南
みな

ちゃん　２歳
（５月25日生まれ）原田

入
いり

江
え

真
ま

莉
り

菜
な

ちゃん　３歳
（５月11日生まれ）塔原東

●
対
象

筑
紫
野
市
在
住
者(

一
人
一
通
ま
で)

●
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
答
え

を
明
記
し
て
応
募

●
締
め
切
り

５
月
31
日
ま
で(

当
日
消
印
有
効)

●
賞
品

・
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に

一
人
２
０
０
０
円
分
の
図
書
カ
ー
ド

・
３
問
以
上
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
30

人
に
記
念
品

●
そ
の
他

ク
イ
ズ
の
答
え
は
７
月
15
日
号
の
『
消

費
者
情
報
コ
ー
ナ
ー
』
に
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
当
選
者
の
発
表
は
賞
品
の
発
送

を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
応
募
先

〒
818
‐
8686
（
住
所
記
入
不
要
）

筑
紫
野
市
消
費
者
相
談
コ
ー
ナ
ー
　
　

消
費
者
ク
イ
ズ
係

●
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

応お
う

募ぼ

要よ
う

領り
ょ
う

加
か

藤
とう

太
た

一
いち

ちゃん　２歳
（５月27日生まれ）光が丘

双
葉
ち
ゃ
ん
、
１
歳

の
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
Q
笑
顔
い
っ
ぱ

い
元
気
に
育
っ
て

ね
！

誕
生
日
お
め
で
と
う
。

ミ
ナ
を
見
て
る
と
パ

パ
も
マ
マ
も
元
気
が

出
ま
す
。
明
る
く
健

康
に
育
っ
て
ね
！

何
で
も
壊
し
、
ど
こ

で
も
よ
じ
登
り
、
怒

ら
れ
て
も
こ
り
な

い
！
で
も
、
そ
の
笑

顔
で
許
し
ち
ゃ
う
Q

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、

「
こ
こ
ろ
」
も
「
か
ら

だ
」
も
大
き
く
な
ろ

う
！

い
つ
も
元
気
な
暁
翔

君
、
こ
れ
か
ら
も
笑

顔
で
周
り
を
楽
し
く

さ
せ
る
太
陽
で
い
て

ネ
。
お
め
で
と
う
！

お
誕
生
日
お
め
で
と

う
！
７
月
に
は
お
兄

ち
ゃ
ん
だ
よ
★
こ
れ

か
ら
も
健
康
で
元
気

良
く
育
っ
て
ね
Q

お
誕
生
日
お
め
で
と

う
♪
わ
ん
ぱ
く
で
甘

え
ん
坊
の
健
伸
！
こ

れ
か
ら
も
ス
ク
ス
ク

元
気
に
育
っ
て
ね
Q

毎
日
す
ご
い
悪
戯
を

し
て
お
母
さ
ん
を
泣

か
し
て
く
れ
る
け
ど
、

子
供
ら
し
く
て
好
き

ョ
。
お
め
で
と
う

笑
顔
で
周
り
を
楽
し

く
し
て
く
れ
る
美
紅
、

誕
生
日
お
め
で
と

う
！
こ
れ
か
ら
も
ニ

コ
ニ
コ
笑
顔
で
ね
！

ひ
ろ
く
ん
、
２
歳
の

誕
生
日
お
め
で
と
う
。

心
や
さ
し
く
、
元
気

な
子
に
育
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。

明
る
く
元
気
で
ち
ょ

っ
ぴ
り
は
ず
か
し
が

り
や
な
ま
り
な
、
大

好
き
で
す
Q
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
ね
！



【問い合わせ先】　生涯学習課　生涯学習課 
1９１８局３５３５　９１８局３５３５　FAX９２３局０４１６９２３局０４１６ 
【問い合わせ先】　生涯学習課 
1９１８局３５３５　FAX９２３局０４１６ 
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二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

館
長
　
岡
本
彰
夫

主
事
　
入
江
靖
子

山
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

館
長
　
杉
山
明
隆

主
事
　
大
峯
知
子
、
鳥
越
美
保
子

御
笠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

館
長
　
増
永
正
一

主
事
　
坂
田
利
江
、
長
沼
千
代
美

山
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

館
長
　
川
波
勝
昭

主
事
　
小
山
紀
子
、
津
田
圭
子

筑
紫
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

館
長
　
田
原
勝
英

主
事
　
矢
羽
田
孝
子

司
書
　
虎
本
律
子

筑
紫
地
区
公
民
館(

筑
紫
多
目
的
集
会
施
設)

館
長
　
竹
田
征
治

主
事
　
中
尾
今
日
子

竜
岩
自
然
の
家

所
長
　
宮
野
繁
美

野
外
活
動
指
導
員
　
平
島
英
一
、

福
永
智
子

就
しゅう

任
にん

のあいさつ

筑紫野市生涯学習センター

館長　脇山　和彦

このたび４月１日付で、

大西國博前館長の後任と

して就任いたしました。

生涯学習とは「生涯を通じて、各自の自発的な

意志に基づき、自己に適した手段・方法を選んで

展開される多様な学習活動」を示す概念であると

いわれています。

この生涯学習センターを中核施設として、生涯

学習の推進や男女共同参画社会の実現、青少年の

健全育成に向けて、生涯学習関連施設の連携を図

りながら全力で取り組みたいと思います。

市民の皆様や関係団体の皆様のご協力、ご指導

をお願いいたしまして、就任のあいさつとさせて

いただきます。

生涯学習センター
５月の休館日は
５月22日(第４月曜日)です

その他、開催中の講座
★第１・３日曜日(午前・午後　各２時間) ニュースポーツ＆野外ゲーム教室
★第２・４日曜日(午前・午後　各２時間) 工作教室
★第４日曜日　９時30分～12時　野鳥観察会など　　　※詳細は問い合わせください

●場所：竜岩自然の家
●申し込み方法：開催日の20日前までに電話で申し
込みください。定員に満たない場合は当日でも可。

●申し込み・問い合わせ先：
竜岩自然の家　1９２１局３４５５

開催日時：
第１・３日曜日 11時～12時(小学生～中学生)
第２・４日曜日 10時～12時(高校生以上)

対象・定員：市内在住の人・各20人 開催日時：田植え ５月28日(日)・10時～16時
まんじゅう作り ６月18日(日)・10時～16時

対象・定員：市内在住の家族または個人・40人

開催日時：５月27日(土)～28日(日)
対象・定員：
市内在住の野外活動初心者家族・10家族
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁(1９２３局１１１１)にお願いします

初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
入
門

●
日
程

６
月
５
日
、
６
日
、
８
日
、

９
日
、12
日
、13
日
、15
日
、16
日
、

19
日
、
20
日
、
22
日
、
23
日

(

月
・
火
・
木
・
金
曜
日)

●
時
間

19
時
〜
21
時

●
受
講
料

１
万
２
０
０
０
円
＋

テ
キ
ス
ト
代(

約
２
５
０
０
円)

●
対
象
・
定
員

初
心
者
・
20
人

エ
ク
セ
ル
入
門

●
日
程

６
月
５
日
、
７
日
、
９
日
、

12
日
、
14
日
、
16
日

(

月
・
水
・
金
曜
日)

●
時
間

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
受
講
料

１
万
２
０
０
０
円
＋

テ
キ
ス
ト
代(

約
２
５
０
０
円)

●
対
象
・
定
員

文
章
入
力
が
で
き

る
人
・
20
人

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
入
門

●
日
程

６
月
６
日
、
８
日
、
13

日
、
15
日(

火
・
木
曜
日)

●
時
間

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
受
講
料

８
０
０
０
円
＋

テ
キ
ス
ト
代(

約
２
５
０
０
円)

●
対
象
・
定
員

文
章
入
力
が
で
き

る
人
・
20
人

ワ
ー
ド
応
用(

ハ
ガ
キ
作
成)

●
日
程

６
月
５
日
、
６
日
、
８
日
、

９
日(

月
・
火
・
木
・
金
曜
日)

●
時
間

９
時
30
分
〜
12
時
30
分

●
受
講
料

８
０
０
０
円
＋

テ
キ
ス
ト
代(

約
２
５
０
０
円)

●
対
象
・
定
員

文
章
入
力
が
で
き

る
人
・
20
人

季
節
の
お
も
て
な
し

夏
・
イ
タ
リ
ア
ン

冷
た
い
パ
ス
タ
は
食
欲
の
な
く
な

る
こ
れ
か
ら
の
時
期
に
ぴ
っ
た
り
！

お
い
し
い
イ
タ
リ
ア
ン
メ
ニ
ュ
ー
で

暑
い
夏
を
乗
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

●
日
時

６
月
14
日(

水
曜
日)

10
時
30
分
〜
13
時
30
分

●
受
講
料

２
５
０
０
円(

材
料
費

含
む)

●
対
象
・
定
員

成
人
・
24
人

●
講
師

原
来
太
さ
ん(

イ
タ
リ
ア

ン
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ)

●
メ
ニ
ュ
ー

オ
ー
ド
ブ
ル
、
メ
イ

ン(

肉
料
理)

、
冷
た
い
パ
ス
タ
、

デ
ザ
ー
ト
な
ど

●
申
し
込
み
方
法(

パ
ソ
コ
ン
講
座
・

料
理
講
座
と
も)

ハ
ガ
キ
に
講
座

名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
複
数
申
し
込
み
す

る
場
合
は
、
ハ
ガ
キ
１
枚
に
１
講

座
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
締
め
切
り

パ
ソ
コ
ン
講
座
５
月
26
日(

金)

、

料
理
講
座
６
月
５
日(
月)
必
着

●
会
場

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(

パ
ソ
コ
ン
講
座
・
料
理
講
座
と
も)

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
818-

0057

市
内
二
日
市
南
１-

９-

３
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
ち
く
し
の
文
化
講
座
」
係

1
９
１
８
局
３
５
３
５

●在室時間　月～金曜日　９時30分～16時

●問い合わせ先

筑紫野市生涯学習ボランティアバンク事務局

1９１８局３５３５(内線１１９)

これまで生涯学習センター内事務室にあった

ボランティア事務局が、４月よりボランティア

室に移りました。この部屋で行っているのは、

ボランティア登録・派遣業務、学習会などの相

談（講師、内容、開催方法ほか）、ボランティア

情報の提供などのほか、いろいろな学習会も開

催する予定です。

でもまずは、この部屋がボランティアのみな

さんの情報交換の場になってくれることを願っ

ています。

そこで「今度こんなボランティアをいっしょ

にしましょうか」、「こんなボランティアはない

かな」などの会話から、大輪のボランティアの

花が咲くのでは。

毎月、各コミュニティセンターでの地域活性

化事業「このゆびとまれ」も３年目に入りまし

た。この活動も徐々に地域でのボランティアの

拠点に育っています。また、広報やバンク通信

などで随時情報の提供もしていきます。

ボランティアに興味のある方ならどなたでも

どうぞ。一度、ボランティア室をのぞいてみま

せんか。



お 知 ら せ コ ー ナ ー
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15

サ
ー
ク
ル

会
費
な
ど
詳
し
く
は
各
サ
ー
ク
ル
に
直

接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
う
だ
ん
（
無む

料り
ょ
う

）

お 知 ら せ コ ー ナ ー

有料広告

●
日
時

６
月
７
日(

水
）、
13
時
〜

16
時
　
●
場
所

市
役
所
第
１
別
館

第
２
会
議
室
　
●
相
談
内
容

金
銭
・

不
動
産
・
相
続
な
ど
の
日
常
生
活
の
法

律
相
談
　
●
申
し
込
み
方
法

５
月

31
日(

水)

、
８
時
30
分
か
ら
先
着
７
人

ま
で
電
話
受
け
付
け
　
●
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先

市
総
務
課
総
務
担
当

1
９
２
３
局
１
１
１
１

弁べ
ん

護ご

士し

に
よ
る
法ほ

う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
土ど

曜よ
う

ク
ラ
ブ

一
緒
に
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。
６
月

か
ら
初
心
者
コ
ー
ス(

先
着
20
人)

を
始

め
ま
す
。

消
しょう

費
ひ

者
しゃ

相
そう

談
だん

●日時 毎週月～金曜日(祝日を除く)、９時～16時30分

(12時～13時を除く) ●場所 商工観光課内消費者相談

コーナー ●問い合わせ先 商工観光課　1923局1111

ヤングテレホンちくしの
●電話番号 1923局7773 ●開設日時 月・火・

木・金曜日、10時～18時　※年末年始は除きます

年
ねん

金
きん

相
そう

談
だん

●日程 毎週月～金曜日　●場所 市国保年金課年金担

当窓口 ●問い合わせ先 市国保年金課　1923局1111

家
か

庭
てい

児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

室
しつ

教育経験豊かな２人の家庭児童相談員が、子どもにか

かわるいろいろな相談に応じています。

●日時 毎週月～金曜日、９時～16時　●場所 市福

祉事務所相談室　●問い合わせ先 市児童家庭課　1923

局1111 1921局1308相談室直通

女
じょ

性
せい

弁
べん

護
ご

士
し

による法
ほう

律
りつ

相
そう

談
だん

●日時 ６月13日(火)、27日(火)の13時～16時(１人30

分程度) ●場所 生涯学習センター内女性相談室　●

申し込み方法 相談日の２週間前の水曜日から電話予約　

こころや生
い

き方
かた

の相
そう

談
だん

●日時 ６月１日(木)、８日(木)、15日(木)、22日(木)、

29日(木)の13時30分～16時30分　●場所 生涯学習セ

ンター内女性相談室　●申し込み方法 電話予約　

電
でん

話
わ

相
そう

談
だん

「ちくし女
じょ

性
せい

ホットライン」
身近な人からの暴力やセクハラなどの悩みを一緒に考

えていきます。

●相談日時 毎週月曜日～金曜日、10時～17時　●電

話番号 513局7335(ＦＡＸ兼用）

女性センター
問い合わせ先　男女共同参画推進課1918局1311

計
けい

量
りょう

器
き

定
てい

期
き

検
けん

査
さ

のお知
し

らせ
計量法により取引・証明に使用する計量器(は

かり・おもり・分銅)は、定期検査または計量士
による検査を受けるよう義務づけられています。
検査を受けていない計量器は使用できませんの

で、下記により受検してください。また、ひょう
量が３００ｋｇを超えるはかり、目量の数が６０
００を超える高精度なはかりなどは下記で検査が
できませんので、詳しくは問い合わせください。

●持参するもの はかり・おもり・分銅・通知ハ
ガキ　●検査手数料 ▽はかり１台５００円～２
２００円　▽おもり・分銅1個10円　●検査日時
６月１日(木)・２日(金)の10時～12時および13
時～15時　●場所　筑紫野市商工会館　●問い
合わせ先 ▽福岡県計量検定所1９３９局１５４
１　▽市商工観光課1９２３局１１１１

ち
く
し
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ

現
在
部
員
数
42
人
。
女
性
の
部
が
大

人
気
で
す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
美
容
と
健

康
増
進
を
！
初
心
者
大
歓
迎
！

●
日
時

毎
月
第
２
・
４
日
曜
日
、
７

〜
９
月
は
８
時
、
10
〜
６
月
は
９
時

※
毎
月
第
３
日
曜
日
は
筑
紫
野
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
ト
ラ
ッ
ク
練
習
会
　
●
集
合
場

所

天
拝
ダ
ム
管
理
棟
前
　
●
コ
ー
ス

天
拝
湖
周
回

●
問
い
合
わ
せ
先
　
大

石
1
９
２
６
局
０
８
６
３
HPhttp://

w
w
w
5f.biglobe.ne.jp/ ̃chikuR

C
●
ワ
ー
プ
ロ(

で
き
れ
ば
富
士
通
の

も
の)

▽
引
き
取
り
に
行
き
ま
す

▽
原
田(

石
崎)

1
９
２
５
局
２
７
４

４☆
「
く
ら
し
に
リ
サ
イ
ク
ル
」
コ
ー

ナ
ー
へ
の
申
し
込
み
は
、
市
秘
書

広
報
課
ま
で
。

R

く
ら
し
に

リ
サ
イ
ク
ル

探
し
て
い
ま
す

●
日
時

６
月
６
日(

火
）、
10
時
〜

16
時(

受
付
は
15
時
ま
で)

●
場
所

大
野
城
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
●

問
い
合
わ
せ
先

県
企
画
振
興
部
交

通
対
策
課
交
通
企
画
係
1
６
４
３
局

３
１
６
６
　

《
県
庁
内
常
設
交
通
事
故
相
談
所
》

●
相
談
時
間

月
〜
金
曜
日(

祝
日
除

く)

の
９
時
〜
17
時(

受
付
は
16
時
ま

で)

※
予
約
不
要
の
弁
護
士
に
よ
る

面
接
相
談
は
木
曜
日
の
13
時
〜
16
時

(

受
付
は
15
時
30
分
ま
で)

●
問
い
合

わ
せ
先

県
交
通
事
故
相
談
所
1
６

４
３
局
３
１
６
８

交こ
う

通つ
う

事じ

故こ

相そ
う

談だ
ん

陸り
く

上じ
ょ
う

自じ

衛え
い

隊た
い

第
４
師
団
創
立
52
周
年
お
よ
び
福

岡
駐
屯
地
開
設
56
周
年
の
記
念
イ
ベ

ン
ト
で
す
。(

入
場
無
料)

●
日
時

５
月
21
日(

日)

、
９
時
〜
14

時
30
分
　
●
場
所

陸
上
自
衛
隊
福

岡
駐
屯
地(

春
日
市)

●
内
容

記
念

式
典
、
パ
レ
ー
ド
、
ラ
ッ
パ
演
奏
、
模

擬
戦
闘
訓
練
、
戦
車
・
軽
装
甲
機
動
車

試
乗
、
音
楽
演
奏
、
装
備
品
展
示
な
ど

※
詳
し
い
時
間
帯
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
送
迎
バ
ス

８
時
50
分

〜
15
時
に
JR
南
福
岡
駅
と
西
鉄
春
日

原
駅

●
問
い
合
わ
せ
先

陸
上
自
衛

隊
第
４
師
団
司
令
部
広
報
室
1
５
９
１

局
１
０
２
０

店
鋪
や
病
院
な
ど
一
定
規
模
以
上
の

人
員
を
収
容
す
る
施
設
の
防
火
・
防
災

責
任
者
養
成
講
習
会
で
す
。

●
日
時

６
月
29
日(

木)

・
30
日(

金)

、

９
時
〜
17
時
　
●
場
所

春
日
・
大
野

城
・
那
珂
川
消
防
本
部(

春
日
市)

●

定
員

30
人
　
●
受
講
料

５
千
円

(

テ
キ
ス
ト
代
含
む)

●
申
し
込
み
方

法
　
５
月
29
日(

月)

か
ら
筑
紫
野
消
防

署
に
あ
る
申
込
書
で
申
し
込
み
　
●
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
野
消

防
署
1
９
２
４
局
５
０
３
５

甲こ
う

種し
ゅ

防ぼ
う

火か

管か
ん

理り

者し
ゃ

資し

格か
く

取し
ゅ

得と
く

講こ
う

習し
ゅ
う

会か
い

ぼ
し
ゅ
う

５・６月
がつ

は赤
せき

十
じゅう

字
じ

運
うん

動
どう

強
きょう

調
ちょう

月
げっ

間
かん

です
～社資募集にご協力ください～

日本赤十字社は、国際赤十字の一員として世

界１８３カ国の赤十字社とともに世界の平和と

幸せを願って、医療・福祉・災害援護など国の

内外にわたり、さまざまな活動を行っています。

この赤十字の事業資金は、市民の皆さんが納

入される社資と寄付金によってまかなわれてい

ます。近く、各区長・隣組長さんなどを通じて、

社員・社資募集のお願いをいたしますので、趣

旨をご理解いただきご協力をお願いいたします。

●問い合わせ先

市生活福祉課地域福祉担当1９２３局１１１１

イ
ベ
ン
ト

楊よ
う

名め
い

時じ

太た
い

極き
ょ
く

拳け
ん

腰
を
柔
軟
に
し
、
姿
勢
を
よ
く
す
る

真
向
法
。
気
功
健
康
の
八
段
錦
と
合
わ

せ
て
練
習
し
ま
す
。
見
学
大
歓
迎
！

●
日
時

毎
週
土
曜
日
、
13
時
〜
15

時
　
●
場
所

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
　
●
問
い
合
わ
せ
先

泉
田

1
９
２
６
局
７
８
０
１

平へ
い

成せ
い

18
年ね

ん

度ど

調ち
ょ
う

理り

師し

試し

験け
ん

●
日
程

７
月
30
日(

日)

●
場
所

第
一
経
済
大
学(

太
宰
府
市)

●
願
書

の
配
布
先

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務

所(

大
野
城
市)

※
受
験
資
格
な
ど
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
願

書
受
付
期
間

５
月
29
日(

月)

〜
６
月

２
日(

金)

●
問
い
合
わ
せ
先

同
事

務
所
健
康
対
策
課
健
康
増
進
係
1
５
１

３
局
５
５
８
３

①
ア
ル
コ
ー
ル
相
談

あ
な
た
の
お
酒
の
飲
み
方
大
丈
夫
で

す
か
？
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
係
す
る
問
題

を
専
門
医
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

筑ち
く

紫し

保ほ

健け
ん

福ふ
く

祉し

環か
ん

境き
ょ
う

事じ

務む

所し
ょ

各か
く

種し
ゅ

相そ
う

談だ
ん

窓ま
ど

口ぐ
ち

●
日
時

毎
月
第
４
火
曜
日
、
13
時
〜

15
時
　
※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で

す
　
●
場
所

筑
紫
総
合
庁
舎(

大
野

城
市)

●
対
象

飲
酒
を
や
め
た
い

人
、
や
め
て
ほ
し
い
家
族
、
健
康
な
飲

酒
に
関
す
る
相
談
を
し
た
い
人

②
特
定
感
染
症
検
査
・
相
談

●
日
程

毎
週
火
曜
日(

祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く)

※
予
約
不
要
　
●
場
所

筑
紫
総
合
庁
舎(

大
野
城
市)

●
内
容

エ
イ
ズ
・
梅
毒
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
の
検

査
・
相
談
　
●
結
果

一
週
間
後
本
人

面
談(

匿
名
可)

③
Ｃ
型
肝
炎
検
査
・
相
談

●
日
程

毎
週
火
曜
日(

祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く)

※
予
約
不
要
　
●
場
所

筑
紫
総
合
庁
舎(

大
野
城
市)

●
内
容

Ｃ
型
肝
炎
の
検
査
・
相
談
　
●
検
査
料

金

１
２
２
０
円
　
●
結
果

一
週
間

後
本
人
面
談

◆
問
い
合
わ
せ
先

①
同
事
務
所
保
健

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係
1
５
１
３
局
５

５
８
５
　
②
③
同
事
務
所
健
康
対
策
課

感
染
症
係
・
性
感
染
症
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

1
５
８
２
局
２
５
２
２

健
康
の
増
進
、
武
道
を
楽
し
む
な
ど

各
々
の
目
的
に
合
わ
せ
て
取
り
組
め
ま

す
。若
人
も
シ
ニ
ア
も
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
無
料
で
す
!!

●
日
時

６
月
17
日(

土)

、
14
時
〜
17

時
　
●
場
所

二
日
市
小
学
校
体
育
館

●
対
象

小
学
生
以
上
、
年
齢
・
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
。

●
服
装

特
に
指

定
な
し
。
運
動
が
で
き
る
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

●
講
師

全
日
本

空
手
道
連
盟
７
段
教
士
・
坂
井
正
幸

●
申
し
込
み
方
法
　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明

記
し
て
６
月
10
日(

土)

ま
で
に
申
し
込

み
　
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
818
‐
0053
天
拝
坂
４
‐
９
‐
１
　
足
立

三
弥
子
　
1
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２
１
局
７
５

２
０ 生し

ょ
う

涯が
い

ス
ポ
ー
ツ
推す

い

進し
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

空か
ら

手て

道ど
う

初し
ょ

心し
ん

者し
ゃ

体た
い

験け
ん

教き
ょ
う

室し
つ

●
日
時

毎
週
土
曜
日
　
▽
一
般
９
時

〜
11
時
　
▽
初
心
者
９
時
30
分
〜
12

時
　
●
場
所

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
　
●
問
い
合
わ
せ
先

久
保

山
1(

０
９
０)

８
４
１
９
局
９
９
７
０

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講こ

う

習し
ゅ
う

会か
い

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
公
認

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
資
格
取
得
認
定
事
業
で
す
。

●
日
時

５
月
25
日(

木)

、
６
月
８
日

(

木)

・
15
日(

木)

の
19
時
30
分
〜
21
時

30
分
　
●
場
所

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
　
●
対
象

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
に
感
心
が
あ
る
人
　
●
定
員

70
人

●
参
加
費

千
円
／
１
日
　
●
申
し
込

み
締
切

５
月
22
日(

月)

●
申
し
込

み
方
法

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
年
齢
、
所
属

団
体
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
問

い
合
わ
せ
先

〒
818
‐
0065
諸
田
１
６
９

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
「
レ
ク
講
習
会
」

係
1
９
２
５
局
４
８
０
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
９

２
２
局
７
５
９
３

「広
こう

報
ほう

ちくしの」に広
こう

告
こく

を掲
けい

載
さい

しませんか？

市では、財政健全化計画に基づき、平成17年度から広

報紙へ有料広告を掲載しています。

公共性を損なうもの、政治・宗教に関するもの、公序良

俗に反するものなどは掲載できませんので、詳細について

は問い合わせください。

●問い合わせ先 市秘書広報課　1９２３局１１１１
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健
けん

康
こう

推
すい

進
しん

課
か

からのご案
あん

内
ない

成人歯科検診
［５月の対象者］４・５・６月で21歳、24歳、27歳、

30歳、33歳、36歳、39歳、40歳、42歳、45歳、48

歳、50歳、51歳、54歳、57歳、60歳、70歳の誕生日

を迎える人　［受診期間］５月１日～５月31日　※期

間中１回のみ　［受診場所］健康カレンダーに記載の医

療機関　※休診日・診療時間は医療機関で異なりますの

で事前の予約が必要です。 ［持参品］健康カレンダー

に同封の成人歯科検診受診券　［料金］１,０００円(検

診のみ、治療は含まれません)ただし、70歳の人、市民

税非課税世帯の人、生活保護世帯の人は無料です。

※転入などで成人歯科検診受診券を持っていない人は健

康推進課まで問い合わせください。

妊婦歯科検診
［対象者］市内在住の妊娠中の人　［受診期間］妊娠期

間中　※期間中１回のみ　［受診場所］母子健康手帳交

付時に案内する医療機関　※休診日・診療時間は医療機

関で異なりますので事前の予約が必要です。 ［持参品］

母子健康手帳　［料金］１,０００円(検診のみ、治療は

含まれません)ただし、市民税非課税世帯の人、生活保

護世帯の人は無料です。

母子健康手帳の交付
［日時］毎週月～金曜日(祝日を除く）、９時～12時・13

時～17時　［場所］カミーリヤ保健福祉事務室受付カ

ウンター　［対象］妊娠した人　［持参品］妊娠届出書

(健康推進課にもあります) ※代理の人でも結構です。

お 知 ら せ コ ー ナ ー
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市
し

役
やく

所
しょ

1９２３局１１１１

I n f o rm a t i o n

上下水道部‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1923局7111
山口出張所（山口コミュニティセンター）‥1922局2551
筑紫出張所（筑紫地区公民館）‥‥‥‥‥‥1926局2913
山家出張所（山家コミュニティセンター）‥1926局2809
御笠出張所（御笠コミュニティセンター）‥1922局2601
二日市コミュニティセンター‥‥‥‥‥‥‥1920局5123
筑紫南コミュニティセンター‥‥‥‥‥‥‥1919局8400
生涯学習センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1918局3535
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1928局4343
歴史博物館「ふるさと館ちくしの」‥‥‥‥1922局1911
五郎山古墳館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1927局3655
解放センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局4136
総合保健福祉センター「カミーリヤ」‥‥‥1920局8000
竜岩自然の家‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1921局3455
文化会館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1925局4321
勤労青少年ホーム‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1925局4801
農業者トレーニングセンター‥‥‥‥‥‥‥1923局6290
山家スポーツ公園‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局6636
宝満環境センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局5300
筑慈苑（斎場）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局1892
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1920局8008
シルバー人材センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1919局7755
筑紫野警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1929局0110
筑紫野消防署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1924局5034

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

こ
の
広
報
は
森
林
資
源
を
守
る
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ先 健康推進課 1920局8611

自
じ

動
どう

車
しゃ

税
ぜい

の納
のう

期
き

限
げん

は５月
がつ

31日
にち

です
４月１日現在の自動車所有者に自動車税の納税通知書

を５月初旬に発送しています。自動車税は、私たちの暮

らしに欠かせない公的サービスを賄うための貴重な財源

となっています。必ず納期限内に納めましょう。自動車

税は、金融機関のほかに指定のコンビニエンスストアで

土・日曜日、夜間も納税が可能です。納税通知書が届か

ない場合や不明な点がある場合は、問い合わせください。

●問い合わせ先
福岡県筑紫県税事務所

1５１３局５５７６

37,000部


